
令和６年度第２回朝霞市廃棄物減量等推進審議会 次第 

 

 

日時：令和６年１１月１３日（水） 

午後２時から 

場所：リサイクルプラザ３階活動室 

 

 

 

１ 開  会 

 

 

２ 議  題 

（１）リサイクルプラザの事業再構築案について 

  （２）ごみ処理広域化事業の進捗について 

  （３）その他 

 

 

３ 閉  会 

 

 

 

 

 

＜資料＞ 

 資料１ リサイクルプラザ事業再構築案 

資料２ ごみ広域処理施設整備・運営事業の落札者の決定について 
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リサイクルプラザ事業再構築案 

 

１ 市民アンケート結果 

視 点 集計結果 傾 向 

来館者の属性 40歳代以上が 95% 

月１回以上来館が 77% 
３Ｒに関心を持った高齢層の市民が、リ

サイクルショップ利用目的で繰り返し

来館している。 

来館目的 ショップ 58% 

家具 17% 

ごみ課題への 

関心 

８割以上が関心あり 

10年前に比べ比率上昇 

【ショップ】  

 メリット 継続して利用、公営、自

宅近隣、現物確認可、安

価が上位 

通いなれた店として利用されているが、

出品時の不満が大きい。 

（出品ルールの制約が多い） デメリット 出品時の制限、品揃え悪

いが上位 

【家具】 

メリット 

継続して利用、公営、現

物確認可、安価が上位 

現物確認できて安価な点が支持されて

いる。 

市への要望 フリマ・バザー開催 47% 

情報提供・支援 42% 

フリーマーケット、バザーの開催が要

望されている。 

情報入手経路 広報・回覧が減少 

ネット経由が増加 

３Ｒの情報提供が求められており、ネ

ット経由を求める声が増している。 

 

２ 今後の方向性 

事 業 方 向 性 

リサイクルショップ 
民間の得意分野は、民間に任せる。 

フリーマーケットのような形態へ移行する。 

啓発展示 新施設へ移行する。 

３Ｒの啓発活動 

既に人が集まっているイベントに参加して啓発を展開する。 

広報・インターネット等の媒体ルートへ移行する。 

コンパクトで効率よい事業展開とする。 

 

  

資料１ 
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３ 事業再構築案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ スケジュール案 

事 業 R7 R8 R9 R10 R11 R12 

リサイクルショップ 

      

リサイクル家具販売 

      

イベント関係       

啓発展示 

      

啓発活動       

建物関係 

（市事務スペース等） 

      

以上 

廃棄物減量・再資源化(3R)の情

報発信拠点「リサイクルプラザ」 

3R を進め、環境にやさしいまちを

共創する拠点「エコネットあさか」 

リサイクルショップ 

(リユース) 

リサイクル家具販売 

(リユース・減量化) 

イベント・部屋貸出 

(3R 実践・市民活動) 

啓発展示 

(3R 啓発) 

販売スペース提供 

(常設フリマ) 

家具の修理販売 

（スリムな体制で） 

部屋貸出 

(市民活動) 

環境啓発展示 

コーナー 
啓発展示 

施設見学 

イベント出展 

(市の関与増) 

市事務 

スペース 

生活雑貨の手軽な 

リユース実践の場 

運営ルールへの不満 

家具 

無償譲渡 

ごみ広域 

処理施設 

連携 

運営 

安価で良質な 

リユース家具提供 

組合事業との重複 

紙媒体・展示による 

啓発活動 

ネット・紙媒体等を 

複合した啓発活動 

体験を通した啓発 

は効果が高い 

活動継続の難しさ 

新施設整備 

展示範囲見直し 

ネットへの移行 

時短のニーズ 

現   状 今   後 

市庁舎の狭隘化 

公共施設マネジメント 

変化分析 

ニーズ等 

環境 

3R 

施設外でも 

制度検討 

現状営業 

新制度で営業（年 1 回制度見直し） 

改善検討 
改善策実施（随時改善） 

組合・和光市・事業者と協議 

連携営業 

新体制の検討・試行 新体制で事業実施 

現状継続（随時改善） 
新施設へ 

環境啓発展示 環境啓発の内容検討 

新方針の検討・試行 新方針で事業実施 

市全体の公共施設マネジメントに合わせて工事・移転実施 



ごみ広域処理施設整備・運営事業の落札者の決定について 

 

令和６年４月８日に再公告したごみ広域処理施設整備・運営事業に係る総合

評価一般競争入札について、学識経験者等で組織する「ごみ広域処理施設整備運

営事業者選定委員会」において審査した結果、最優秀提案者が選定されました。 

 朝霞和光資源循環組合は、事業者選定委員会の選定結果を踏まえ、下記のとお

り落札者を決定しましたので報告します。 

 

 

記 

 

 

１ 事業名 

   朝霞和光資源循環組合ごみ広域処理施設整備運営事業 

 

２ 事業期間 

設計建設期間：事業契約締結日～令和１２年３月３１日 

運営期間   ：令和１２年４月１日～令和３２年３月３１日（２０年間） 

  

３ 落札者 

   グループ名：カナデビアグループ 

      代 表 企 業：カナデビア株式会社 東京本社 

   構 成 員：カナデビア環境サービス株式会社 

   協 力 企 業：五洋建設株式会社 関東営業所 

         五十鈴建設株式会社 

         中央産業株式会社 

         株式会社ウィズウェイストジャパン 

   ※日立造船株式会社は、令和６年１０月１日にカナデビア株式会社に社名を

変更しました。 

 

４ 落札金額（いずれも消費税及び地方消費税を含む。） 

            ４９，４８９，０００，０００  円 

      （内訳）設計・建設業務：３３，２６２，９００，０００円 

          運営業務   ：１６，２２６，１００，０００円 

   予定価格：   ４９，４８９，０００，０００  円 

 

資料２ 



５ 審査結果 

項目 配点 空グループ 

グループ名 - カナデビアグループ 

代表企業 - カナデビア株式会社 東京本社 

事業提案に関する得点 60点 40.65点 

入札価格に関する得点 40点 40点 

総合評価値 100点 80.65点 

 

６ 今後の予定 

   令和 ６年１１月 基本協定締結 

   令和 ６年１２月 事業仮契約締結 

   令和 ７年 ２月 （組合議会議決後）事業契約締結 

   令和１２年 ４月 稼働開始 

以上 

 






